
















貯金」の創設による建設予算捻出という画期的な方法を提唱されました。

国民一人が一日一円の貯金を新しい国造りのために行うととによって、 一年間に

321億 2千万円の貯蓄が生まれ、これを基に建設公債を発行するという所謂「一円

貯金」は、残念ながら国民運動として遂行されるには至りませんでしたが、全国各

地で有志による貯金が行われたことは、日本の戦後史の中に特筆すべきものと存じ

ます。

今日、我が国の大動脈として整備されている高速道路網が、正に 「田中プラ ン」

を原点として始まったことを考える時、田中清一翁の偉業に対し、敬服の念にたえ

ません。

1962年以降、四次にわたる全国総合開発計画が策定され、首都圏一極集中の機能

を地方へ分散し、その受け皿となる地域開発に重点が置かれてきました。現在の四

全総では 「多極分散型国土」の形成を目指してきましたが、さらに次期全国総合開

発計画においては、 「地域連携軸」による 「多軸型国土」の形成が目標となります。

日本列島を縦断する国土軸聞をろっ骨状に結ぶ「地域連携軸」が、 21世紀初頭の

日本の国土計画の中心となります。

戦後まもない昭和24年に田中清一翁が掲げた日本の国土形成の壮大な理想が、 多

年の歳月を経て、正に21世紀に実現しようとすることに大きな感動を覚えます。

そして、その時、日本の第一線で活躍されているのが、今、勉学に励んでいる青

少年の皆さんに他なりません。

本誌を手にした皆さんが、田中清一翁の偉業に寄せられた各界からの言葉に触れ、

田中翁の、日本を愛する心、そして愛する日本のために何を成すべきかという姿勢

に接することで、将来に向けての大きな理想を掲げてくださることを願ってやみま

せん。

ここに、「財団法人田中研究所」設立40周年にあたり発刊された本誌が、青少年

に日本の将来を真剣に考える機会を与え、素晴らしい日本を築くために遁進される

ことを心から期待致しまして、本誌発刊に寄せる言葉と致します。
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